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赤外自由電子レーザーの神経変性疾患治療への応用
群馬大学大学院保健学研究科生体情報検査科学講座 中 村 和 裕
アルツハイマー病,ポリグルタミン病などの神経変性疾
患では,それぞれの原因たんぱくが神経細胞内外で異常凝
集体を形成し,それにより神経細胞に対する毒性を発揮す
る.凝集体を形成する神経変性疾患に対する治療研究とし
て,凝集体たんぱくを分解する酵素やマイクロRNAを標
的とする生化学的な手法を用いた研究が世界中で行われて
いるが,現在までのところ有効な治療法は確立されていな
い.
アミロイド線維を形成するタンパク質やペプチドは約
30種類知られており,線維化する以前のもののアミド?バ
ンド (アミドカルボニルC＝O伸縮振動)は,周波数1630-
1660 cm??に観測される.しかし,線維化後のバンドは
1610-1630 cm??に観測される.従って,正常なポリペプチ
ドとアミロイド線維とは,アミド?バンドにおいて明確に
区別可能となる.したがって,照射波長を変えることがで
きる赤外自由電子レーザーを用いれば,正常成分と区別し
て凝集体成分特異的に照射することが可能である.私は生
化学的手法ではなく,赤外自由電子レーザーという工学的
な新規手法を用いて,波長特異的に凝集体たんぱくを解離
させることを目的とした.
精製されたアミロイドベータ,タウ,ポリグルタミンの
ペプチド,たんぱくを凝集させ,特定の波長の赤外自由電
子レーザーを照射し,赤外顕微鏡,電子顕微鏡を用いて凝
集解離効果を調べたところ,ベータシート構造を持つもの
の割合が照射により,減少したことを見出した.また,凝集
ポリグルタミンペプチドを導入した培養細胞に対して,同
様の波長の赤外自由電子レーザーを照射した時,細胞内部
の凝集体の部分的解離をみた.この波長のレーザー照射に
よる温度上昇は1度以内であることから,生体に適用した
ときの熱による組織損傷はさほど問題にならないと思われ
る.今後,神経変性疾患モデルマウス脳に対する照射効果
を調べる予定である.
ステート・マーカーとしてのNIRS検査の臨床応用
群馬大学大学院保健学研究科リハビリテーション学講座 菊 地 千一郎
問診が重要な位置を占める精神科臨床においても,補助
診断を目的とした検査技術の開発研究がなされてきた.
我が国では,群馬大を中心として進められてきた「光ト
ポグラフィーを用いた精神疾患の鑑別診断補助」検査が,
平成26年4月から保険適用となった.これは非侵襲的で
低拘束である,近赤外線スペクトロスコピー (NIRS)を用
いた検査法である.この検査法では,まずは,大脳前頭前野
を中心とする,語流暢課題遂行中の酸素化ヘモグロビンの
濃度変化波形を求める.次に,各疾患に特徴的な4つのパ
ターンに分類する.この検査は,トレイト・マーカー(素因)
と考えられる.
一方,演者は,NIRSの刺激課題として,前頭前野賦活作
用を持ち,ルールが理解しやすく,かつ,作業量を容易に統
制できるという特徴を持つ,後だし負けじゃんけん課題
(drRPS)に注目した.そして,drRPSを採用したNIRS検
査を使い,治療による経時的な活動変化を追跡することで,
ステート・マーカー (状態)としての可能性を探ってきた.
本講演では,まずは,演者らのトレイト・マーカーに関す
る研究を紹介する.つぎに,ステート・マーカーに関する研
究として,1)drRPSを用いた検査法の開発に至った経緯,
2)drRPSの特性を調べるための基礎研究,3)長期運動
療法前後の脳活動をとらえた症例報告, 4)睡眠状況が
NIRS信号に与える影響,5)うつ状態のステート・マー
カーとしての臨床応用可能性,6)反復性経頭蓋磁気刺激
法による治療経過中の脳活動変化の追跡,について振り返
る.最後に,より低拘束なウェアラブルNIRSを用いた,反
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